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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月10日(2014.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一鎖基準で１５，０００～５０，０００ｇ／ｍｏｌの重量平均モル質量、および凝集
体基準で水溶液中に４～２０×１０5ｇ／ｍｏｌの重量平均モル質量を有し、水溶液中で
濃度≧１％で２５℃および中性のｐＨでゲル形態で存在し、２％の濃度で水に溶解された
場合、３５～６０℃の（ゲルからゾルへの）融解温度を有するグルカン。
【請求項２】
　単一鎖基準で２０，０００～４０，０００ｇ／ｍｏｌの重量平均モル質量を有する、請
求項１に記載のグルカン。
【請求項３】
　３７～６０℃の（ゲルからゾルへの）融解温度を有する、請求項１または請求項２に記
載のグルカン。
【請求項４】
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　４０℃の（ゲルからゾルへの）融解温度を有する、請求項３に記載のグルカン。
【請求項５】
　前記グルカンが２％～４％の濃度の水溶液で存在する、請求項１から４のいずれか１項
に記載のグルカン。
【請求項６】
　２％の濃度の水溶液で存在する、請求項５に記載のグルカン。
【請求項７】
　酵母に由来する、請求項１から６のいずれか１項に記載のグルカン。
【請求項８】
　サッカロミュケス・ケレウィシアエ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅｒｅｖｉｓｉ
ａｅ）に由来する、請求項７に記載のグルカン。
【請求項９】
　β－（１，３）連結グルコシル残基の骨格、および２個以上のβ－（１，３）連結グル
コシル残基を含む側鎖を含むベータグルカンである、側鎖がβ－（１，６）連結経由で骨
格に結合している、請求項１から８のいずれか１項に記載のグルカン。
【請求項１０】
　繰り返しのβ－（１，６）連結グルコシル残基を本質的に含まない、請求項１から９の
いずれか１項に記載のグルカン。
【請求項１１】
　水溶液中１～６％の濃度のグルカンを含むゲルグルカン製品であって、グルカンが凝集
体基準で４～２０×１０5ｇ／ｍｏｌの重量平均モル質量、および単一鎖基準で１５，０
００～５０，０００ｇ／ｍｏｌの重量平均モル質量を有し、ゲルグルカン製品が３５～６
０℃の（ゲルからゾルへの）融解温度を有する、ゲルグルカン製品。
【請求項１２】
　請求項１から１０のいずれか１項に記載のグルカンを製造する方法であって、以下のス
テップ：
　ａ）グルカンの水素結合を解離する薬剤でグルカン分子の水溶液を処理し；
　ｂ）ステップａ）の製品を、グルカン内の水素結合の再形成を可能にする薬剤と接触さ
せること、
を含む、製造方法。
【請求項１３】
　水素結合を解離する薬剤が、アルカリ塩、水素化ナトリウム、ナトリウムアミド、尿素
またはホルムアミドである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　水素結合を解離する薬剤が水酸化ナトリウムである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　水素結合を解離する薬剤が、５０ｍＭを超える最終濃度で使用される、請求項１２から
１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　水素結合を解離する薬剤が、１５０ｍＭの最終濃度で使用される、請求項１５に記載の
方法。
【請求項１７】
　水素結合の再形成を可能にする薬剤が強酸である、請求項１２から１６のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記酸が、塩酸、ギ酸、硫酸、リン酸、酢酸またはクエン酸である、請求項１７に記載
の方法。
【請求項１９】
　ステップｂ）が１０分未満でゲル形成を引き起こす、請求項１２から１８のいずれか１
項に記載の方法。
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【請求項２０】
　ステップｂ）が４分未満でゲル形成を引き起こす、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　ステップａ）およびｂ）の薬剤が等モル量添加される、請求項１２から２０のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項２２】
　β－（１，６）結合グルコシル側鎖を除去し微粒子グルカンを可溶性化するために、微
粒子グルカン出発物質をギ酸に懸濁する、加ギ酸分解のステップが先に実施される、請求
項１２から２１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　請求項１２から２２のいずれか１項に記載の方法によって入手可能なグルカン。
【請求項２４】
　請求項１から１０および２３のいずれか１項に記載のグルカン、および１種または複数
の薬学的に許容される希釈剤または担体を含む、医薬組成物。
【請求項２５】
　請求項１から１０および２３のいずれか１項に記載のグルカンを含む、創傷または潰瘍
の治癒を支援するまたは口腔の粘膜炎または癌を治療する必要のある対象における、創傷
または潰瘍の治癒を支援するまたは口腔の粘膜炎または癌を治療するための医薬組成物で
あって、前記対象に投与される、医薬組成物。
【請求項２６】
　対象に局所的に適用される、請求項２５に記載の医薬組成物。
【請求項２７】
　前記潰瘍が糖尿病性潰瘍である、請求項２５に記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　創傷または潰瘍の治癒を支援するまたは口腔の粘膜炎または癌を治療する必要のある対
象における、創傷または潰瘍の治癒を支援するまたは口腔の粘膜炎または癌を治療するた
めの医薬を製造するための、請求項１から１０および２３のいずれか１項に記載のグルカ
ンの使用。
【請求項２９】
　前記潰瘍が糖尿病性潰瘍である、請求項２８に記載の使用。
【請求項３０】
　請求項１から１０および２３のいずれか１項に記載のグルカンが適用または含浸されて
いる、物理的支持体。
【請求項３１】
　織布、不織布、編み物、発泡体または接着性の基材、貼付剤、包帯、膏薬、絆創膏、フ
ィルム、およびガーゼからなる群から選択される、請求項３０に記載の物理的支持体。
【請求項３２】
　請求項１から１０および２３のいずれか１項に記載のグルカンに皮膚細胞の集団を接触
させることを含む、皮膚細胞増殖のインビトロの方法。
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